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はじめに
サワダマメゲンゴロウ Platambus sawadai （Kamiya, 

1932） はモンキマメゲンゴロウ属 Platambus に属す
る小型種で，国内に分布する流水性ゲンゴロウ科
Dytiscidae の中では最も上流部に偏った分布をして
いる （森・北山，2002）．本種の幼虫は，三田村ほ
か （2017） が 3 齢幼虫の写真を掲載したほか，Okada 
et al. （2019） が全齢期を記載した．生態的知見とし
ては，山間部の清流に生息し，道路脇の側溝に落ち
た落ち葉の中などから幼虫が確認されたことが知ら
れているが （Okada et al., 2019），幼虫の成育期間の
ように発育段階における生活史については不明点が
多い．

筆者らは，野外で本種の幼虫を採集し室内で飼育
した．その結果，成育期間や興味深い行動等につい
て新たな知見を得ることができたので報告する．

飼育方法
2018 年 12 月 27 日に採集した幼虫を持ち帰り，

このうち 1 齢幼虫 1 頭，2 齢幼虫 2 頭を千葉県千葉
市の室内にて山﨑が飼育した．飼育は 2018 年 12 月
27 日より開始した．

幼虫の飼育にはプラスチック製の飼育容器 （7 cm 
× 6 cm × 4 cm） を用い，水深を 1.5 ～ 2.0 cm とし
た．容器内には床材を敷かず，隠れ家と捕まり場所
を兼ねた落ち葉を数枚入れた．幼虫の餌には，生
きたカゲロウ目 Ephemeroptera の幼虫，殺した直後
のフタホシコオロギ Gryllus bimaculatus Degeer, 1773
幼虫とヌマエビ科の種 Atyidae sp.，冷凍赤虫を与え
た．餌を与えた際，フタホシコオロギ幼虫は水面に
浮かび，ヌマエビ科の種は水面に沈んだ状態であっ
た．冷凍赤虫はピンセットを用いて幼虫の前で動か
すことにより捕食を促した．

蛹化用の容器には上記プラスチック製容器と同じ
ものを使用し，加湿したピートモスを 3 cm 程度敷
いた．3 齢幼虫の上陸の時期が近づいたと判断され

た際には，上陸用容器のピートモスの上に強制的に
移動させ，蓋をした．

今回の飼育では，設備上の問題により飼育室の温
度および照明管理を行えなかった．また，脱皮日に
ついては確認を逃してしまった日があるため，数日
間の誤差がある．

結果および考察
採集記録

2 ♂♂，1 ex. （1 齢幼虫），2 exs. （2 齢幼虫），1 ex. 
（3 齢幼虫），石川県小松市大杉町 標高約 270 m，27. 

XII. 2018，渡部採集 （図 1–5）．

繁殖環境
今回幼虫を採集したのは，河川脇の大きな岩の上

にできた水たまりであった （図 8）．この水たまりは
林縁より染み出た水が流れ込んで溜まったもので，
河川の水面よりも高い位置に形成されており，よほ
どの増水がない限りは浸水することのない立地状況
であった．水底には落ち葉が堆積しており，カゲロ
ウ目，トビケラ目 Trichoptera などの幼虫が豊富に
生息していた．Okada et al. （2019） では道路脇の側
溝から幼虫が確認されている．両環境は，降雨によ
る増水の影響を受けにくいこと，落ち葉が堆積して
いることなどが共通しており，本種の繁殖状況を調
査する上で留意すべき点と考えられる．

成育期間および繁殖期
飼育した幼虫の成育期間は以下の通りである．1

頭目 （2 齢幼虫） は 2019 年 1 月 13 ～ 15 日 （飼育開
始から 17 ～ 19 日後） に死亡した．2 頭目 （2 齢幼
虫） は 2018 年 12 月 30 日 （飼育開始から 3 日後） に
3 齢幼虫となったが，2019 年 1 月 17 ～ 19 日 （3 齢
幼虫になってから 18 ～ 20 日後） に死亡した．3 頭
目 （1 齢幼虫） は 2019 年 1 月 10 ～ 12 日 （飼育開始
から 14 ～ 16 日後） に 2 齢幼虫，1 月 28 ～ 30 日 （2

サワダマメゲンゴロウの生態的知見

渡部晃平 1）・山﨑　駿 2）

1）〒 920–2113　白山市八幡町戌 3 番地　石川県ふれあい昆虫館（koutarouhigasi@yahoo.co.jp）
2）〒 263–8522　千葉市稲毛区弥生町 1–33　千葉大学理学部化学学科

Ecological Notes on Platambus sawadai （Kamiya, 1932） （Coleoptera, Dytiscidae）

Kohei Watanabe and Shun Yamasaki



62 さやばね ニューシリーズ　No. 37

SAYABANE N. S. No. 37March 2020

齢幼虫になってから 16 ～ 20 日後） に 3 齢幼虫，3
月 13 日 （3 齢幼虫になってから 42 ～ 44 日後） に蛹
化のため強制上陸，4 月 2 日 （強制上陸させてから
20 日後） に蛹化 （図 6），4 月 17 日 （蛹化から 15 日後）
に新成虫が羽化した （図 7）．羽化まで至った唯一の
新成虫は羽化不全であった．

本種の幼虫は，11 ～ 4 月にかけて確認されてい
る （三田村ほか，2017；Okada et al., 2019；本報告）．
室内飼育の結果から，成育途中で採集した 1 齢幼虫
が上陸するまでに 72 ～ 80 日を要した．飼育設備の
都合上温度管理をすることができなかったが，生息
地は山間部の河川上流域であることから，飼育下の
水温は生息地より高かった可能性が高く，実際の幼
虫期間はより長いものと考えられる．

幼虫期間 （1 ～ 3 齢幼虫の期間） が判明している
ゲンゴロウ科の幼虫は複数種が知られる．各属で代
表的な種を挙げると，ツブゲンゴロウ属のナカジマ
ツブゲンゴロウ Laccophilus nakajimai Kamite, Hikida 
et Satô, 2005 は 26℃条件下で 13 ～ 17 日 （Watanabe, 
2019），セスジゲンゴロウ属のコセスジゲンゴロ
ウ Copelatus parallelus Zimmermann, 1920 は 26℃ 条
件下で 28 日程度 （左記日数は平均値の合計で実際
にはバラつきが多い．） （Watanabe et al., 2017），ヤ
エヤマセスジゲンゴロウ C. masculinus Régimbart, 
1899 は 26℃ 条 件 下 で 29 日 程 度 （Watanabe & 
Hayashi, 2019），シマゲンゴロウ属のシマゲンゴロ
ウ Hydaticus bowringii Clark, 1864 は約 14 日 （温度条
件は不明） （都築ほか，2003），ゲンゴロウ属のゲン

ゴロウ Cybister chinensis Motschulsky, 1854 は 25℃条
件下で 40 日程度 （都築ほか，2003），ヒメフチトリ
ゲンゴロウ C. rugosus （Macleay, 1825） は 28℃条件
下で 25 日程度 （北野ほか，2017） である．本種のよ
うに水が冷たい環境に生息する種においては，メス
スジゲンゴロウ属のヤシャゲンゴロウ Acilius kishii 
Nakane, 1963 は 18℃条件下で 24 ～ 36 日 （渡部ほ
か，2017），ゲンゴロウモドキ属のシャープゲンゴ
ロウモドキ Dytiscus sharpi Wehncke, 1875 は約 35 日 

（温度条件は不明；富沢，2001），エゾゲンゴロウモ
ドキ D. marginalis czerskii Zaitzev, 1953 は 21 ～ 33℃  

（平均 27℃） 条件下で約 35 日 （猪田，2001） である．
各種の成育日数は温度や餌の条件がバラバラである
ため，厳密な比較には適さないが，本種の幼虫期間
はゲンゴロウ科他種と比較しても非常に長いことが
うかがえる．これが種または属の特徴なのか，ある
いは冬季繁殖する種の特徴なのかについては大変興
味深く，今後の研究が必要である．

今回幼虫を採集した石川県においては，2010 年 6
月 20 日と 2015 年 7 月 4 日に体が柔らかい状態の新
成虫を採集している （上記成虫の記録は渡部・富沢 

（2016），渡部 （2018） にて報告済であるが新成虫で
あったことは明記していない）．今回飼育した個体
は 4 月に羽化したが，野外における新成虫の採集時
期を踏まえると，実際には初夏から夏季にかけて新
成虫が出現するのもと考えられる．

図 1–7．石川県産サワダマメゲンゴロウ．1，3 齢幼虫；2，擬死する 2 齢幼虫；3，擬死する 3 齢幼虫；4，冷凍アカムシを捕
食する 2 齢幼虫；5，カゲロウ目を捕食する 2 齢幼虫；6，蛹；7，羽化した新成虫．
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幼虫の餌生物
飼育下で与えた餌は全て捕食した．生息地で捕獲

したカゲロウ目幼虫を捕食することは容易に想像で
きたが，とりわけ興味深かったのは死んだフタホ
シコオロギ幼虫とヌマエビ科の種を捕食したことで
ある．筆者らの観察では，幼虫は匂いにより死んだ
餌に気づいて近寄り，そのまま捕食した．ゲンゴ
ロウ科の幼虫が匂いを頼りに餌を認識し，捕食し
た事例としてはクロゲンゴロウ Cybister brevis Aubé, 
1838 やコセスジゲンゴロウが知られている （Ohba, 
2009; Watanabe et al., 2017） ほか，筆者の一人山﨑
は本種と同属のモンキマメゲンゴロウ Platambus 
pictipennis （Sharp, 1873） の幼虫が本種の幼虫と同様
に死んだフタホシコオロギ幼虫とヌマエビ科の種を
捕食することを観察している．本種の幼虫を採集し
た水域は流れ込みのあるものの，限られた面積の小
水域であったことから （図 8），匂いを頼りに死んだ
動物を発見できる能力は，餌を確保する上で有利に
働くものと考えられる．

興味深い幼虫の行動
今回飼育した幼虫 3 頭を観察した結果，容器を揺

らしたりピンセットが幼虫が捕まる落ち葉に触れた
りした際に，幼虫が頭部先端と腹面側の腹端をくっ
つけるように丸まり （図 2–3），そのまま容器の底に
転がるといった行動が見られた．これは，擬死行動
と見られ，2 ～ 3 齢幼虫で確認した．筆者らが飼育
したことがあるケシゲンゴロウ属 Hyphydrus，チビ
ゲンゴロウ属 Hydroglyphus，マルチビゲンゴロウ属
Leiodytes，ナガケシゲンゴロウ属 Hydroporus，ツブ
ゲンゴロウ属，セスジゲンゴロウ属，ヒメゲンゴ
ロウ属 Rhantus，シマゲンゴロウ属，ゲンゴロウ属，
ゲンゴロウモドキ属などの幼虫では，体を丸めて転
がるという擬死行動を観察したことがない．このよ

うな行動が本種を含む近縁種特有のものであるのか
については，今後の研究を待ちたい．なお，ゲンゴ
ロウ科においては，Cybistrinae などの幼虫が外敵の
発見を避けるために擬死行動を示すことが知られて
いる（Miller & Bergsten, 2016）．
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図 8．サワダマメゲンゴロウ幼虫の生息環境．


